
施工完了 施工概要図

工法の概要
主に道路橋床版を下面側から増厚することで、補修や補強

する工法。橋梁下面から施工する対策工法は一般交通の規制
を必要としない利点はあるが、走行する車両の振動・衝撃が
連続して作用するため施工が難しい面があった。

本工法は、特長アンカーを用いて格子状鉄筋を圧着固定さ
せることで床版の歪みを緩和させながらの施工を可能とし、
増厚後の超低粘度エポキシ樹脂注入は微細な空隙や既設床版
のひび割れを充たして既設床版と増厚部とを完全一体化させ
る工法である。

補修はもちろん最低床版厚が不足した橋の補強や炭素繊維
シート工や鋼板接着工が施工された橋梁の再補強工法として
摘要されている。
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・土木学会　平成24、27年度 中部支部技術賞
●施工実績

合計177件（国土交通省12件）［25t対応62件、長寿命化対
策（補修）115件］

施工手順
樹脂導入路設置
↓

下地処理
↓

格子状鉄筋の設置
↓

プライマー塗布
↓

ホゼン材#10中塗用 吹付増厚
↓

超低粘度エポキシ樹脂 注入
↓

ホゼン材#1 上塗用塗布

コアおよび実橋床版の切出し調査

特　長
1．通行の規制を行わずに施工が可能
2．床版の応力を3段階で低減させ確実な施工を実現
3．既設床版のひび割れ補修が同時にできる
4．疲労耐久性、凍結融解抵抗性に優れている
5．補修（長寿命化対策）、補強のどちらにも対応
6．施工後は美観に優れ、メンテナンス性も高い

橋梁補修補強工

樹脂注入併用型下面増厚工法
スーパーホゼン式工法
NETIS登録番号：（旧）CG-110038-VR
NNTD登録番号：1050
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テーパー付T型アンカーで溶接網鉄筋を圧着固定

ひび割れや微細空隙にエポキシ樹脂を充填

土木工事／道路維持修繕工／特集-165
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特集-164／土木工事／道路維持修繕工

研削材の再利用を可能にしたブラスト工法
「循環式ハイブリッドブラストシステム」は、橋梁補修補
強工等において、鋼構造物の素地調整（１種ケレン）やコン
クリート劣化部のチッピングを行うための循環式機能付きの
ブラスト工法である。
ブラスト処理後のケレンかす（研削材・剥離物）を吸引分
別し、研削材を再利用できるのが特長。操作も、全て筒先の
ボタン方式で制御することができ省力化を実現している。
ブラストマシンは大型機から小型機まで５タイプが取り揃
えられており、さまざまな現場への対応が可能である。

製品ラインアップ

特　長
１．研削材の循環式機能を付加したことにより、産業廃棄物
の排出量を低減できるため、経済性の向上および環境負荷
低減が期待できる。
２．研削材にスチールグリッドを採用することにより粉塵の
発生を抑制できるため、作業環境が向上する。
３．大型機から小型機まで取り揃えたことにより、施工条件
や現場条件に応じて機種を選定できるため、施工性の向上
が期待できる。
４．車載型ブラスト機の場合、移動性に優れるため設置スペー
スに制約がある現場や点在する現場に有効である。
５．筒先のボタン操作のみで制御できるため、操作に関わる
労務コストを縮減できる。

従来技術との比較
●�塗装面積1,000㎡の鋼桁を施工した場合の産業廃棄物発生
量の比較� �

Type-1（大型機）
投射距離200～300ｍ（研削材選択
による）。ブラスト機設置箇所が
整っており、長期現場に対応。

Type-3（車載型小型機）
投射距離60～100ｍ。規制帯やヤー
ド設置制限がある現場に最適。

Type-2（中型機）
投射距離80～150ｍ（研削材選択
による）。長期現場およびヤード
内移動現場に対応。

Type-4・5（車載型小型機）
投射距離20～40ｍ。ウィング車積
載型で周辺環境にも配慮でき、短
期現場に最適。

従来ブラスト機では難易度が高い作業が多く、熟練工に頼る部分が大
きかったが、循環式ハイブリッドシステムは電気制御で管理されてい
るため安全性が高く、特殊作業員の人数も削減することができる。

従来工法 循環式ハイブリッド
ブラストシステム工法

塗膜かす 1.25kg/㎡ =1,250kg

研削材 非金属製スラグ
30kg/㎡ =30,000kg

スチールグリッド
0.16kg/㎡ =160kg
（循環回収率96％）

産業廃棄物発生量合計 31,250kg 1,410kg

エアーブラスト機
・ブラスト作業員（特殊作業員）：２名
・操作役（特殊作業員）：２名
・回収役（特殊作業員）：１名

循環式ハイブリッド
ブラストシステム

・ブラスト作業員（特殊作業員）：２名
・操作役（普通作業員）：１名
・回収役（普通作業員）：１名

●ブラスト作業における作業員数の比較

橋梁補修補強工

循環式
ハイブリッドブラストシステム
NETIS登録番号：QS-150032-VE

一般社団法人循環式ハイブリッドブラストシステム工法協会
〒458-0915　名古屋市緑区野末町1411
TEL  052-602-8006　FAX 052-602-8007
URL  https://haibrid.biz/
mail  blast@haibrid.biz

バルブの調整を行い
金属系研削材を放出する

循環式システム　イメージ図

構造物に向けて投射する

投射された研削材と塗膜片を
バキュームホースで吸引する

分別タンクにて研削材は
加圧タンクへ落下し、
塗膜片は回収機へ吸引される

サイクロンで塗膜片の分別を行い
排出口１にて回収する

粒子の細かい粉塵は
排出口２にて回収する

上記よりさらに微細な粉塵は、
フィルターによりろ過され
排気口より清潔な空気が排出される

排出口１
排出口2

※基準数量：鋼橋桁1,000㎡（想定既設膜厚500μ）
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